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11
月
24
日
、
新
和
小
学
校
体
育

館
で
第
14
回
し
ん
わ
楊
貴
妃
竜
の

玉
入
れ
選
手
権
が
開
催
さ
れ
、
北

九
州
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
29

チ
ー
ム
２
０
４
人
が
参
加
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、
急
遽

屋
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

選
手
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に

「
う
ぉ
〜
！
」
と
い
う
掛
け
声
で

競
技
を
ス
タ
ー
ト
。
強
豪
チ
ー
ム

の
見
事
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に
歓

声
が
沸
き
起
こ
り
、
会
場
内
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
大
会
結
果

〈
一
般
の
部
〉

優　
勝 

く
ま
モ
ン（
熊
本
市
）

　
平
成
４
年
よ
り
新
和
病
院
に
入

職
し
、
27
年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
新
和
病
院
は
地
域

密
着
型
で
あ
り
、
住
民
の
皆
様
と

顔
見
知
り
と
も
な
り
、
や
り
が
い

を
感
じ
な
が
ら
勤
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
支
え
て
い
た
だ
い
た

住
民
の
皆
様
、
職
場
の
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
益
田
】

　
こ
の
度
、
３
月
末
を
も
ち
ま
し

て
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
元
年
入
職
以
来
、
公
私
に
わ
た

り
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
31
年
間
無
事
に
勤
め
て
こ
れ
た

の
も
住
民
の
皆
様
、
職
員
の
方
々

の
御
指
導
の
お
か
げ
と
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
在
職
中
は
利

用
者
の
方
々
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ

頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
和

地
域
の
益
々
の
御
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

【
園
田
】

　
こ
の
度
、
3
月
末
を

も
っ
て
定
年
退
職
い
た

し
ま
し
た
。
42
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
市
民
の

皆
様
と
接
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
行
政
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い

先
輩
方
を
は
じ
め
、
良
き
仲
間
に

恵
ま
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
感
謝
の
心

を
持
ち
続
け
、
一
住
民
と
し
て
地

域
の
発
展
の
た
め
に
何
か
お
手
伝

い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
天
草
市

と
な
る
こ
と
を
願
い
、
退
職
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

【
船
元
】

　
新
和
病
院
で
の
勤
務
を
34
年
間

大
過
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
こ
と
、
こ
れ
も
職
場

の
方
々
、
地
域
の
皆
様
方
か
ら
の

お
力
添
え
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
長
い
間
、

大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
濱
田
】

Tbatter
感謝の言葉

※次回の新和まちづくり協議会だより「つばさ」は、7月１日の発行予定です。

4月～6月の予定
月 日 曜 内　　　　　　　容 主催・会場など 時　　間
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行政区長会

新和小学校入学式

新和中学校入学式

虫追い祭り

虫追い祭り

市道清掃ボランティア（基準日）

新和小・中学校合同運動会

狂犬病予防注射

新和 de KANPAI season５

人権・行政相談所開設

第35回天草宝島国際トライアスロン大会

  9：30～

10：00～

14：00～

  8：30～

10：00～

10：00～15：00

新和町民センター

新和小学校体育館

新和中学校体育館

下大多尾地区

大多尾中央地区

各地区

新和グラウンド

町内一円

天草酒造周辺

新和町民センター

　
高
校
卒
業
後
に
職
員
に
採
用
さ

れ
、
42
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
無
事
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
大
過

な
く
職
務
を
続
け
ら
れ
た
の
も
、

職
場
の
仲
間
や
地
域
の
皆
様
の
お

力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
は
、
定
年
後
や
り
た
い
こ
と
を

少
し
ず
つ
叶
え
て
行
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
長
い
間
大
変
お
世
話
に

な
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
船
岡
】

　
３
月
末
を
も
っ
て
41
年
間
の
公

務
員
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
定
年
を
迎
え
、

今
ま
で
過
ご
し
た
月
日
を
振
り
返

る
と
様
々
な
事
が
思
い
浮
か
ば
れ

ま
す
。
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時

代
の
変
遷
を
経
験
し
、
天
草
市
の

誕
生
に
も
職
員
と
し
て
立
ち
会
う

事
が
で
き
ま
し
た
。
派
遣
先
で
は

熊
本
地
震
も
体
験
し
、
様
々
な
思

い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
駆
け
巡

り
ま
す
。
今
ま
で
大
過
な
く
勤
務

で
き
た
こ
と
は
地
域
の
皆
様
方
の

お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
中
元
】

　
第
23
回
し
ん
わ
楊
貴
妃
祭
り
が

11
月
24
日
、
新
和
支
所
駐
車
場
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、
土
搗

き
唄
保
存
会
に
よ
る
土
搗
き
音
頭

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
家
族
連
れ
を

は
じ
め
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
新
和
支
所
内
で
開
催
さ
れ
た
文

化
情
報
館
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
出
品
物
に
来
場
者
は
、
文
化
の

秋
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
回
も
好
評
だ
っ
た
写

真
展（
フ
ォ
ト
カ
フ
ェ
）と
併
せ
て
、

オ
イ
ル
入
り
の
瓶
に
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
浸
す
こ
と
で
長
期
間
鑑
賞

で
き
る
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」
教
室

も
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
色
鮮
や
か
な
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
を
手
に
取
り
、
丁
寧
に
艶

や
か
な
色
彩
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

準
優
勝 

チ
ー
ム
た
か
は
い

　
　
　
（
宮
崎
県
）

第
３
位 

一
次
会
。。。B

　
　
　
（
新
和
町
）

〈
楊
貴
妃
の
部
〉

優　
勝 

熊
本
お
ひ
ま
会

　
　
　
（
山
鹿
市
）

準
優
勝 

天
草
広
域
本
部
の
愉
快
な

女
子
た
ち（
港
町
）

第
３
位 

ジ
ゲ
モ
ン
チ
ー
ム

　
　
　

 （
人
吉
市
）

〈
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
〉

優　
勝 

チ
ー
ム
U
＆
T（
新
和
町
）

準
優
勝 

T
e
a
m 

I
n
a
O
k
a

　
　
　

 （
浜
崎
町
）

第
３
位 

村
田
f
a
m
i
l
y
!！

　
　
　

 （
佐
伊
津
町
）

トントントントン♪でお馴染みヒノノニトンチーム！

第
23
回
し
ん
わ

楊
貴
妃
祭
り
開
催大空に響く土搗き音頭♪

ハーバリウム体験

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
‼

し
ん
わ
楊
貴
妃

竜
の
玉
入
れ
選
手
権
を
開
催

し
ん
わ
楊
貴
妃

竜
の
玉
入
れ
選
手
権
を
開
催

　

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
を

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
地
区
振
興

会
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

紹
介
し
、
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

◆
新
和
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

浦
田　

道
生
（
愛
知
県
）

　

木
村　
　

敬
（
東
京
都
）

　

鶴
田　

慎
二
（
福
岡
県
）

　

石
井　

将
太
（
千
葉
県
）

◆
小
宮
地
区
振
興
会

　

武
田　
　

誠
（
愛
知
県
）

　

金
城　

英
子
（
埼
玉
県
）

　

村
田　

雪
香
（
千
葉
県
）

◆
大
宮
地
地
区
振
興
会

　

伊
藤　

政
行
（
愛
知
県
）

　

伊
藤
真
由
美
（
愛
知
県
）

　

大
類　

洋
輔
（
山
形
県
）

◆
大
多
尾
地
区
振
興
会

　

浦
部　

嘉
寿
（
大
阪
府
）

　

濱
中　

幸
美
（
京
都
府
）

　

川
口　

伸
人
（
山
口
県
）

　

角
田　

昌
只
（
東
京
都
）

◆
中
田
地
区
振
興
会

　

蓑
田　
　

充
（
熊
本
市
）

　

西
富　

伸
也
（
神
奈
川
県
）

　

田
中　

祐
士
（
千
葉
県
）

　

時
久　

良
文
（
大
阪
府
）

◆
碇
石
地
区
振
興
会

　

野
嶋　

康
司
（
東
京
都
）

　

地
区
振
興
会
に
香
典
返
し
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
、

お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　

木
谷
ひ
ろ
子（
大
宮
地
地
区
へ
）

　

中
村
ス
マ
子（
大
宮
地
地
区
へ
）

　

小
田　

真
澄（
大
宮
地
地
区
へ
）

　

浦
田
ノ
リ
エ（
大
多
尾
地
区
へ
）

　

池
田　

幹
雄（
中
田
地
区
へ
）

　

ご
芳
志
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
２
年
11
月
〜
３
月
受
領
分
）

　

平
成
19
年
度
か
ら
本
町
出
身
者

で
町
外
に
在
住
し
て
い
る
方
を
対

象
に
″
ふ
る
さ
と
新
和
〞
の
話
題

を
伝
え
る
た
め
「
し
ん
わ
つ
ば
さ

の
会
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
会
員
の
方
に
は
、
広

報
つ
ば
さ
（
新
和
版
）
と
町
内
の

各
地
区
振
興
会
が
発
行
す
る
便
り

も
併
せ
て
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
も
会
員
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い
の
方
に

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
会
希
望
の
方
に
は
、

振
込
用
紙
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
年
会
費　
3
、
0
0
0
円

◆
事
業
内
容

　
①
広
報
つ
ば
さ
発
送
３
回

　
（
７
月
、
11
月
、
３
月
末
）

　

②
地
区
振
興
会
便
り
発
送
２
回

　
（
７
月
、
３
月
末
）

　
③
各
新
和
会
と
の
交
流
経
費

◆
締
切
日　
５
月
22
日（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
新
和
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
☎
0
9
6
9
―
46
―
2
1
1
1

寄
附
金
お
礼

香
典
返
し

し
ん
わ
つ
ば
さ
の
会
会
員
募
集

し
ん
わ
つ
ば
さ
の
会
会
員
募
集

・新型コロナウイルス感染の状況次第では、延期または中止になる場合もあります。


